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 盛岡市と奥州市で計6日間「親と子の血液センター見学
会」が行われました。盛岡市で257名。奥州市で60名の計 
317名にご参加いただきました！ 
   

 見学会では最初に○×クイズを交えて血液や献血のこと
を勉強し、その後、供給課と献血バスや血液運搬車を見学
しました。 
 供給課では、輸血用血液製剤を実際に見たり血液の保存
温度などを勉強しました。 
 献血バスでは採血ベッドで横になったり、血圧測定を行
いました。血液運搬車ではサイレンを鳴らし、なぜ血液運
搬車にサイレンがついているのかを学びました。 
 見学会の間は子供たちはずっと興味津々。見学会後は
「16歳になったら献血します」「献血をして人の役に立
ちたい」等々、様々な頼もしいご意見ご感想をいただきま

した。たくさんのご参加ありがとうございました！   

①○×クイズで血液のことを勉強 

②供給課を見学 

③献血バスや血液運搬車を見学 

水沢学苑看護専門学校 白ゆり祭での献血の様子 2016.7.23 

 夏の厳しい日差しが照りつける中、水沢学苑看護専門学校の学苑祭である
白ゆり祭に献血バスがお邪魔いたしました。当日は、学校の先生や学生さん
にも呼びかけや誘導にご参加いただき、33名の献血協力をいただくことがで
きました。ご協力いただきありがとうございました！ 
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■岩手県赤十字血液センターホームページ 

 http://www.iwate.bc.jrc.or.jp/ 

Data 岩手県の献血・供給状況（7月） 

【献血状況】 
 全血献血は200ｍＬ換算で4,949本、献血目標

5,419本に対し470本減の達成率91.3％。400mL献

血率（400ｍL献血者数／全血献血者数）は96.3％で 

した。 

  

献血受付者数 

4,365人 
献血者数 

3,531人 

岩手県の供給状況 

供給本数 

14,296.5単位 

岩手県の献血状況 

2016年1月号より、ホームページでも当広報誌
「Blood Information」が閲覧できるようになりま
した。毎月下旬に最新号を掲載する予定です！ 
ぜひご覧ください。 

  

 
 

■造血幹細胞とは 
 赤血球などの血球には寿命があり、体の機能を維
持するには血球を生産し続ける必要があります。造
血幹細胞は血球を生産する基となる細胞です。 

造血幹細胞の分化 

造血幹細胞 骨髄球系共通 
 前駆細胞 

顆粒球・単球系 
 前駆細胞 

巨核球・赤芽球系 
  前駆細胞 

白血球 
（顆粒球・単球） 

血小板 

赤血球 

※日本赤十字社は造血幹細胞提供支援機関として日本 
 骨髄バンクと提携しています。造血幹細胞移植につ  
 いては10月号に掲載します。 

 

■自己複製能と多分化能 

 造血幹細胞は自分と同じ能力をもつ細胞を複製で

きる自己複製能と赤血球や白血球、血小板などの細
胞に分化できる多分化能を持っています。 
 

 若年層の献血者が減少している昨今。学生ボランティアとして献血者確保の
ために活動してくださっており、自身もすでに何回も献血にご協力いただいて
いる、イーハトーブ学生赤十字奉仕団の前委員長久保田晴菜さんにインタ 
ビューを行いました！ 
 久保田さんが初めて献血したのは高校生の時だったそうです。それ以来定期
的にご協力くださっており、「献血は身近なボランティアなので針は少し痛い
けど、特に大学生などの学生さんは時間があれば献血してほしい」と話してく 
ださいました。 
 イーハトーブ学生赤十字奉仕団では、街頭や大学での献血の際に呼びかけな
どのお手伝いをしていただいています。また、献血推進活動の他にも震災復興
支援活動も行っているそうです。しかし、現在イーハトーブ学生赤十字奉仕団
をはじめ、県内の学生赤十字奉仕団で活動してくれる学生さんは年々減少して
おり、「奉仕団の活動はやりがいもあり楽しいので興味があれば是非入ってほ
しい」と熱く語ってていました。学生ボランティア他体育会のバドミントン部
でも活躍されている久保田さん。今後の活動に我々も期待しております！ 
 血液センターでは学生ボランティアに参加したいという方を募集しています。

詳しくは、献血推進課TEL:019－637 -7201までご連絡ください。    岩手県立大学4年 久保田 晴菜さん 

【供給状況】 
 赤血球製剤は200ｍＬ換算で4,938単位の供給でした。

確保率（献血本数／供給本数）は100.2％であり、安

定供給に必要な105％を超えられませんでしたが、岩 

手県内で必要な血液は賄うことができました。 


